


































15の一体化施設へ移行する｣ である. 現行の幼稚園・保育所制度で ｢施設共用・















英虞湾, 的矢湾など深い入江をもつリアス式海岸になっていて, 湾内, 沿岸に
大小の島々が点在する.
面積は    平方キロメートル, 人口は     人である (平成  年９月１日












図１ 保育所, 幼稚園児童数の推移 平成20年５月現在
② 保育所, 幼稚園児童数の推移 (地区別)
図２では平成  年から  年の５年間における地区別の保育所・幼稚園児童数
を示した. 保育所・幼稚園の幼児数は全体としては   ポイントの減少である





                   
保育所                       
幼稚園                    
合 計                         
域では減少傾向が顕著になっている. 浜島地区   ポイントの減少, 大王地区   ポイントの減少, 志摩地区は   ポイントの減少になっていて保育所・幼
稚園共に児童数の減少が著しい(注５).
図２ 地区別保育所・幼稚園の５年間における児童数の変化 平成20年５月現在




幼配置, 制度の違い等が反映される. 詳しくは後に考えるが, 例えば磯部地区
において, 保育所は  ポイント, 幼稚園は   ポイントの減少であり, 差が
幼稚園・保育所の一体化運営への課題と展望
― 65 ―
地区 (保＋幼園数)         減少数 減少率(％)
浜島地区 (１)               
大王地区 (３)               
志摩地区 (５)                
阿児地区 (７)              
磯部地区 (３)               
全 体 (  )                  
大きい. これは他地域と異なり, 磯部地区は保育所が１歳 (一部  ヶ月) から
就学前までの保育を行っているため, ４・５歳児においても保育所に在籍する
傾向が強いからである. 他地域では保育所入所可能年齢を１歳 (１歳６ヶ月,





地区 (保育所数)                     減少数 減少率
浜島地区 (１)                    
大王地区 (３)                           
志摩地区 (５)                           
阿児地区 (７)                          
磯部地区 (３)                         








地区 (幼稚園数)                     減少数 減少率
浜島地区 ( ＋ )                      
大王地区 (２)                      
志摩地区 (３)                           
阿児地区 (３)                     －   －  
磯部地区 ( )                      
計 (  ＋ )                           
図５ 地区別乳幼児数 平成19年４月現在
(３) 地区別保育所・幼稚園の現状, 課題, 将来構想












０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳   歳   歳   歳 計
浜島地区                                           
大王地区                                           
志摩地区                                                 
阿児地区                                                        
磯部地区                                           




























浜島地区 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児
一体化園
統合による幼保一体化施設の設置と大王第三保育所における幼稚園教育内容を





③ 志摩町 (幼３, 保５)
片田保育所 (定員  入所  名, １歳児～４歳児)
布施田保育所 (定員  入所  名, １歳児～３歳児)



















大王地区 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児
一体化園
大王第３保





頭に築  年以上の老朽化施設が５施設あり, 一番新しい布施田保育所でも築後  年を経過している. また, 片田保育所, 越賀保育所, 御座保育所, 片田幼稚
園, 布施田幼稚園については, 木造建築であるため耐震補強工事が必要で, 早
急な対応を迫られており, 施設の老朽化・児童数の減少地区が多いことから,
緊急性においては５町の中でも１番であり, 施設の統廃合を含めた何らかの対








志摩地区 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児
片 田 保





布 施 田 幼
和 具 幼









④ 阿児町 (幼３, 保７)
鵜方保育所 (定員  入所  名, ２歳～３歳児) ※  年度より１歳児受入れ予定
鵜方第二保育所 (定員   入所  名, ２歳～３歳児)
神明保育所 (定員   入所   名, ２歳～４歳児)




鵜方幼稚園 (定員   在園   名) ２年保育, ８クラス
神明幼稚園 (定員  在園  名) １年保育, ２クラス
国府幼稚園 (定員  在園  名) ２年保育２クラス
阿児町においては０歳児を受け入れる公立保育施設はない (小規模認可外保







５歳児は国府幼稚園に受け入れる. いずれの幼稚園も希望者には ：  から ：  ,   ：  から  ：  までの ｢預かり保育｣ を実施している.
阿児町鵜方地区における課題は施設の容量にゆとりが無く (定員内ではある
が) 児童数が過密傾向になっていることである. 本来は ｢０歳児～５歳児を受




５歳児においては保育所敷地に限界があるため全員が幼稚園へ移る. そのため,   人定員の鵜方幼稚園でも７：  から８：  ,   ：  から８：  までの ｢預
かり保育｣ を実施している.
神明保育所, 甲賀保育所, 国府幼稚園については津波に伴う浸水被害の恐れ






























⑤ 磯部町 (幼１, 保３)
ひまわり保育所 (定員   入所   名,   ヶ月～５歳児)   時間保育実施
ひのでが丘保育所 (定員  入所  名, １歳～５歳児)
下之郷保育所 (定員  入所  名, １歳～５歳児)
磯部幼稚園 (定員   在園  名) ２年保育, ３クラス
磯部町においては保・幼の本来的役割が機能できる状況にある. 保育を必要
とする児童は保育所 (ひまわり保育所, ひのでが丘保育所, 下之郷保育所) に,
幼稚園教育を希望する幼児は磯部幼稚園への入所 (入園) が可能である. 従っ
て磯部幼稚園においては基本的に平日の ｢預かり保育｣ を実施する必要性は無
いのであるが, 実態としては相当数の幼稚園児 (  ：  から  ：  まで  数人,  ：  まで数人) が預かり保育を受けている. これは市内の他町にある幼稚園








磯部地区 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児
ひまわり保
ひのでが丘保
下 之 郷 保
磯 部 幼














































一体化施設の場合, 保育所と幼稚園の入園 (所) 児童は年齢 (例えば３歳児
未満と３歳児以上) で区切るのか, 本来の制度の保育所 (保育に欠ける０歳児～





み合わせが示され, 緊急度に応じて１～３期に分けられた. あわせて改修, 新














本来の制度である保育所 (保育に欠ける０歳児～５歳児) と幼稚園 (３歳児～
５歳児) にするかであった. 論議の流れとしては保育所, 幼稚園が本来の機能・
役割を担うことが望ましいとして, 一体化施設を目指すべきだとの方向性が強





























各園 (所), 各地区で詳細な検討を加えた. 課題は財政的な裏づけのある計画











事務局からは保育料 (授業料) について,  ：  から  ：  までの試算をす




















⑦ ｢提言書｣ の提出 (平成21年２月10日)
｢あり方検討会｣ を代表して筆者が市長へ ｢提言書｣ を提出した.      ４月
号の ｢志摩市広報｣ には次のように記載されている.
｢２月  日, 志摩市保育所・幼稚園等のあり方検討会から, 『志摩市保育所・
幼稚園等のあり方提言書』 が市長に提出されました. 検討会は, 有識者, 保護
者, 地域, 保育所, 幼稚園の関係者  人で構成され, 平成  年４月から, 子ど
もたちにとって望ましい就学前の保育・教育を実施できるよう, 施設の適正規
模や老朽化による建物の状況を確認しながら, 慎重に検討されてきました. 提























本来の保育所・幼稚園の機能を重視した配置であり, 園庭, ホール, 職員室


























現行では木曽岬町, 朝日町で実施. また, この形で先駆的に一体化を取り組

































保 育 所 保 育 所
認定こども園
も現時点ではメリットが無いため検討から除外した.
以下で２案 (施設共用直列型), ３案 (施設共用並列交流型) の内容を考察
する. これらはいずれも施設の共用有効利用, ３～５歳児において同質保育・
教育を保障する有用な案である.
④ ２案 (施設共用直列型) の検討










もたちです. また, ４・５歳児は９時から  時の短時間保育, ９時から  時の
中時間保育, ７時  分から  時  分までの長時間保育を選択することができま
























ならない点である. 保育料, 給食費等も同一に取り扱うことは難しい. このよ
うに事務的な処理には煩雑さが出てくる.
ここで     に姫路市立太一保育所・幼稚園でスタートした幼保一体化園の




名, 保育士が２名, 常勤保育士２名と時間外パート保育士が３名, 調理師がい
る. 子どもは幼稚園児  名 (４歳児  名, ５歳児５名), 保育所児  名 (０歳
児２名, １歳児５名, ２歳児７名, ３歳児  名, ４歳児５名, ５歳児５名) 計  名在籍. とにかく, 子どもや保護者, 地域に一体化してよかったと思っても
らえるように職員皆で努力してきた.｣ ｢４・５歳の幼稚園児と保育所児  名を


































４) 保育所, 幼稚園, 両方を整備
・現在, 市内のほとんどの地区では ｢３(４)歳までは保育所, ４(５)歳児か











は実施しない. 長期休業中に限り, 実施する. 時間は午前８時から午後２








・保育に欠ける条件に“ (｢介護｣ に加え) 育児”, “その他保育に欠ける
事情があると認められる場合”を追加し, それぞれの家庭の事情に応じて
保育所入所を決定する. 子どもの安全と年齢相応の発達を保障するため,








































月志摩市長に ｢提言書｣ として提出した. 委員は  名で, 市外５名, 市内８
名の関係者・代表者からなる. 提言に至るまでには上記 ｢あり方検討会｣ の
開催に加え, より具体的に検討をするために地域代表, 保護者, 保育者から
なる ｢組織検討部会｣ と ｢保育教育内容検討部会｣ の２つのワーキンググルー





いる. 筆者が確認したところでは, 東員町６, 木曽岬町２, 桑名市多度町１,
朝日町１, 亀山市１, 四日市市１, 鈴鹿市１, 津市２, 松阪市２の  地域で
ある. しかし, 上記地域における施設共用一体化の運営方法, 保育内容等は
地域, 地域・自治体の考え, 園の状況等によって, 多様な形をとっているの





童福祉の制度の下, それぞれ異なる運用がなされている. 従って ｢幼保一元




り, 統一の制度に置かれたときに ｢一元化｣ が実現すると考えるべきである.
(４) 認定こども園について
国の新たな制度として平成  年  月に発足した ｢認定こども園｣ の設置は










わり園｣ (０・１歳児中心  名程度), 神明地区の ｢えくぼ保育所｣ (０・１
歳児中心数名), 甲賀地区の ｢まめっちょ乳児園｣ (０・１歳児中心  名程度)





平成  年３月に文部・厚生両省 (当時) の局長通知として ｢幼稚園と保育



















(２) 赤坂榮 『おおやた幼保園の実践から』 幼稚園じほう      全国国公
立幼稚園長会
(３) 下里里枝 『幼保一体化園開設後の１年の実践と今後の課題』      
日本保育学会第  回大会発表論文集
(４) 文部科学省・厚生労働省 『幼保連携推進室』 ホームページ
(５) 榊原智子 『｢認定こども園の今｣ からみえてくるもの』        保育
の友 (全国社会福祉協議会)
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